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 ３ 客観報道主義の現在のさまざまな問題点については、鶴木真編著『客観報道 もう一つのジャーナリズム
論』成文堂、参照。 

















同じ意味で用いている。「コミュニケーション行為のインフラ・ストラクチャーについては Forester, John 
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